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お
客
様
に
よ
る
「
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
」

の
採
用
に
あ
た
り
、
打
ち
合
わ
せ
・
図

面
確
定
ま
で
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
く

の
か
、
そ
の
工
程
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

弊
社
へ
プ
レ
カ
ッ
ト
発
注
の
際
に
、

「
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
」
も
同
時
に
ご
注
文

頂
け
れ
ば
、
特
別
な
打
ち
合
わ
せ
は
ほ

と
ん
ど
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

普
段
の
プ
レ
カ
ッ
ト
の
打
ち
合
わ

せ
＋
「
窓
台
マ
グ
サ
方
立
（
サ
ッ
シ
寸

法
）
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
程
度
で
済

ん
で
し
ま
い
ま
す
。 

初
回
プ
レ
カ
ッ
ト
図
作
成
の
際
に
、予

め
決
め
ら
れ
た
耐
力
壁（
外
周
面
材
耐
力

壁
）
に
応
じ
た
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
図
面
と

「
窓
台
マ
グ
サ
方
立
（
サ
ッ
シ
寸
法
）
」

打
ち
合
わ
せ
シ
ー
ト
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、そ
の
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
図
面
確
定
と
な
り
ま
す
。 

 

も
し
も
壁
パ
ネ
ル
を
他
社
へ
注
文
す

る
場
合
、
弊
社
と
の
プ
レ
カ
ッ
ト
の
打

ち
合
わ
せ
と
は
別．
に．
、
打
ち
合
わ
せ
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
や
図
面
の
確
認
、

ま
た
搬
入
等
の
打
ち
合
わ
せ
が
二
重
に

発
生
す
る
事
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

弊
社
へ
の
同
時
注
文
に
よ
り
打
ち
合

わ
せ
の
部
分
や
連
絡
系
統
も
一
元
化
出

来
る
為
、
「
施
工
現
場
で
の
省
力
化
」
だ

け
で
な
く
、
打
ち
合
わ
せ
全
体
の 

〝
手
間
の
削
減
・省
力
化
・期
間
短
縮
〟

へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

     

                         

                              

ス
カ
イ
パ
ネ
ル
を
採
用
頂
く
に
あ
た
っ
て 

 

―
「
打
ち
合
わ
せ
」と
「
施
工
」
の
流
れ
― 

ス
カ
イ
パ
ネ
ル
の
販
売
開
始
以
来
、
二
年
を
迎
え
る
今
、
専
用
の
工
場
竣
工

に
向
け
た
動
き
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
何
度
か
紹
介
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
完
工
ま
で
の
流
れ

に
つ
い
て
、
不
明
点
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
不
安
を
取
り
除
く
べ
く
、
「
打
ち
合
わ
せ
」
と
「
施

工
」
の
部
分
に
焦
点
を
あ
て
、
ご
説
明
し
ま
す
。 

プレカット発注時に

パネル採用を！ 

【図 1】スカイパネルを使用した住宅の 3D画像 

【図 2】姿図 

【図３】プレカット図 

Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
部 

簗
瀬 

隆
志 

 

【図 1】 

 

【図 2】 

 

【図 3】 
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ス
カ
イ
パ
ネ
ル
取
り
付
け
の
作
業
順

序
は
、
一
般
的
に
建
て
方
当
日
、
躯
体

の
施
工
と
同
時
進
行
で
行
い
ま
す
。 

 （
イ
）
躯
体
の
施
工
が
二
階
床
組
み
、

も
し
く
は
小
屋
組
み
ま
で
進
ん

だ
と
こ
ろ
で
、
一
階
か
ら
ス
カ

イ
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
て
い
き

ま
す(

画
像
①
参
照)

。 

パ
ネ
ル
自
体
が
真
壁
仕
様
の

為
、
建
物
内
側
外
部
ど
ち
ら
か

ら
で
も
設
置
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。 

パ
ネ
ル
自
体
の
重
量
は
、
大
き

い
パ
ネ
ル
で
も
二
人
で
持
ち
運

び
可
能
で
す
。
小
さ
い
パ
ネ
ル

で
あ
れ
ば
一
人
で
持
ち
運
び
が

可
能
で
、
尚
且
つ
取
り
付
け
ま

で
出
来
ま
す
。 

(

ロ) 

躯
体
へ
の
取
り
付
け
は
、
パ
ネ

ル
内
側
の
枠
材
か
ら
柱
・
梁
に

向
け
て
Ｎ
75
の
釘
打
で
固
定
し

ま
す
。
釘
を
打
つ
場
所
に
は
印

字
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
ハ
）
最
後
に
、
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
の
外 

周
に
は
柱･

梁
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

を
塞
ぐ
為
、
気
密
テ
ー
プ
を
貼

り
ま
す
。 

こ
れ
が
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
設
置
ま
で
の
一
連

の
流
れ
に
な
り
ま
す
。
（
画
像
②
参
照
） 

 

建
物
が
30
～
35
坪
程
度
で
あ
れ
ば
、一

日
で
躯
体
の
完
成
と
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
の

設
置
完
了
ま
で
進
め
る
こ
と
が
可
能
で

す
。 ス

カ
イ
パ
ネ
ル
の
作
業
の
ほ
と
ん
ど
が

建
物
内
部
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
、
施
工

に
お
け
る
安
全
性
も
高
い
と
言
え
ま
す
。 

 

建
設
部 

興
津 

正
和 

                              

                              

                              

施工編 

① 金物工法と相性が良い！ 

金物工法と組みあわせた場合は、「施工スピードのアッ

プ」や「各部の納まりがスッキリする」等メリット有。 

※金物工法でない場合も対応は可能。但し、ホールダウン

金物との干渉や使用する柱頭柱脚金物の種類の増加

等の問題が発生し、その対応方法の検討を行わなけれ

ばなりません。 

 

② 釘ピッチが正確！ 

現場管理の立場からいつも悩まされるのが、耐力面材を

現場施工とした場合、「釘のピッチの不均一」や「釘のめり

込み深さ」。その点スカイパネルは工場内で生産する為、

釘のピッチが正確且つ釘のめり込みがない事も魅力！ 

 

 

 

③ 現場での雨対策が可能！ 

事前に打ち合わせを細部に渡って行えば、サッシの左右の

パネルも作成でき、パネル設置後、即サッシの取り付けが

可能となり、短期間で外周部を覆うという雨対策にも繋

がります。 

 

④ 断熱材が取れることなく、作業性が高い 

スカイパネル内部には、標準仕様として、断熱材「ミラ

フォームラムダ（押出法ポリスチレンフォーム）」の 50 ㎜

厚を取り付けています。断熱材の固定方法として、枠材

に溝をつけて断熱材をはめ込んでいるので、施工時に断

熱材が取れることはなく、また、壁を塞いだ後に断熱材

が取れることもない為、安心。 

 

 

  

本
紙
面
上
で
も
度
々
ご
案
内
し
て
き
ま
し
た
「
ス

カ
イ
パ
ネ
ル
（
壁
パ
ネ
ル
）
工
場
」
で
す
が
、
当
初

は
年
内
の
稼
働
開
始
を
目
標
に
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
昨
今
の
半
導
体
不
足
を
は
じ
め
、
様
々

な
部
材
調
達
の
遅
れ
が
影
響
し
、
生
産
ラ
イ
ン
構
成

の
一
部
に
調
整
遅
延
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
の
新
春
稼
働
を
目
途
に
、

改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
工
場
建
屋
は
完
成
し
て
お
り
、
計
画
の

一
部
で
あ
る
「
断
熱
材
の
加
工
」
は
、
可
能
な
状
況

で
す
。
ス
カ
イ
パ
ネ
ル
の
製
造
に
先
立
ち
、
床
を
中

心
と
し
た
、
断
熱
材
の
加
工
対
応
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
、
調
整
作
業
を
行
っ
て
い
る
最
中
で
す
。 

 

詳
細
は
営
業
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

代
表
取
締
役 

金
澤 

和
孝 

ス
カ
イ
パ
ネ
ル
工
場 

稼
働
遅
延
の
お
知
ら
せ 

【画像①】 スカイパネル施工風景 

 

スカイパネル 施工時のメリット 

【画像②】 スカイパネル施工後 
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去
る
８
月
28
日
、
浜
松
ア
リ
ー
ナ
に

て
「
Ｗ
Ｒ
Ｏ(

ワ
ー
ル
ド
・
ロ
ボ
ッ
ト
・

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
）
ジ
ャ
パ
ン
決
勝
大

会 

in 

浜
松
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
大
会
は
、
世
界
75
ヵ
国
以
上
の

国
と
地
域
の
小
中
高
校
生
、
大
学
生
が

各
々
ロ
ボ
ッ
ト
を
制
作
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
る
自
動
制
御
技
術
を
競
う
コ
ン

テ
ス
ト
で
す
。 

※
各
国
の
代
表
が
集
う
国
際
大

会
は

11

月
に
ド
イ
ツ 

ド
ル

ト
ム
ン
ト
に
て
開
催 

日
本
代
表
を
選
抜
す
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

決
勝
大
会
は
、
も
の
づ
く
り
の
街
〝
浜

松
市
〟
に
て
３
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
大
会

と
な
り
ま
し
た
。 

   

弊
社
で
は
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
表

彰
式
に
て
贈
呈
さ
れ
る
「
木
質
球
体
ト

ロ
フ
ィ
ー
」
の
計
24
個
を
制
作
し
提
供

し
ま
し
た
。
（
画
像
①
②
参
照
） 

ト
ロ
フ
ィ
ー
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。 

 ① 

世
界
＝
地
球
を
イ
メ
ー
ジ 

国
際
大
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
球

体
に
す
る
こ
と
で
世
界
（
地
球
）

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。 

 

② 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
環 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て

い
る
今
、
循
環
型
社
会
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
材
料
に
は
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
の
端
材
を
利
用
し
て
い
ま
す
。 

 

      

       

ま
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
印
字
さ
れ
て
い

る
文
字
は
、
㈱
フ
ク
ダ
サ
イ
ン
ボ
ー
ド

社
に
よ
る
レ
ー
ザ
ー
彫
刻
に
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。 

ト
ロ
フ
ィ
ー
の
形
は
同
じ
で
す
が
、

木
材
の
年
輪
に
よ
り
模
様
は
様
々
で
す
。 

ま
さ
に
、
世
界
で
た
っ
た
一
つ
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
で
す
。 

         

                              

        

                         

W

R

O
ジ
ャ
パ
ン
決
勝
大
会
in
浜
松 

開
催 

―
木
質
球
体
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
制
作
― 

 

前
号
１
面
に
掲
載
し
た
「
耐
震
性

能
は
施
工
管
理
で
決
ま
る
⁉
」
の

記
事
内
に
お
い
て
一
部
、
不
適
切
な

内
容
が
あ
り
ま
し
た
の
で
こ
こ
で
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

釘
の
ピ
ッ
チ
、
め
り
込
み
具
合
が

耐
震
性
能
に
及
ぼ
す
影
響
を
中
心
に

記
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
面
材
の

「
へ
り
あ
き
寸
法
」
を
意
識
し
て
い

な
い
写
真
を
掲
載
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

 

■構造用合板大壁仕様（告示）グレー本より抜粋

■ 

建
設
事
業
本
部 

小
島 

崇 

 

正
確
に
は
、
合
板
の
「
へ
り
あ

き
寸
法
」
を
、
最
低
限

㎜
確
保

し
た
上
で
の
施
工
が
必
要
に
な
り

ま
す
。 

左
図
は
、
大
壁
使
用
に
は
な
り

ま
す
が
、
グ
レ
ー
本
に
記
載
さ
れ

て
い
る
内
容
を
改
め
て
ご
紹
介
致

し
ま
す
。 

 

※大臣認定の仕様は、認定書に従う必要があります。 

（ノボパン大臣認定仕様は縁端距離 12㎜です。） 

前
号
（Ⅴ

О

Ｌ
．

） 

 

１
面
掲
載
内
容
に
つ
い
て
、
訂
正
の
お
知
ら
せ 

 

【画像①】 表彰式  

【画像②】 木質球体トロフィー 
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こ
の
他
に
も
様
々
な

贈
呈
品
等
を
制
作
し
て

お
り
ま
す
。 

 

弊
社
は
、
未
来
に
向

か
っ
て
更
に
木
材
の
利

活
用
と
高
度
加
工
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

訂正 
 

③  

高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術 

本
大
会
の
主
旨
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術
同
様
、
こ

ち
ら
の
球
体
も
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
駆
使
し

た
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
技
術

に
よ
り
機
械
加
工
し
て
い
ま
す
。 

（
画
像
③
参
照
） 

 

【画像③】 機械加工の様子 
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九
月
三
十
日
の
朝
刊
（
東
京
新
聞
）

に
、
魯
迅
執
筆
の
「
藤
野
先
生
」
と
い

う
短
編
を
題
材
に
し
た
コ
ラ
ム
が
載
っ

て
い
た
。 

私
も
魯
迅
の
作
品
は
好
き
で
、
代
表

作
の
「
阿
Ｑ
正
伝
」
は
、
ト
ル
ス
ト
イ

の
「
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
」
と
並
ぶ
社
会
風

刺
作
品
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
、
浙
江

省
紹
興
に
生
ま
れ
、
一
九
三
六
年
没
。 

 

さ
て
、
こ
の
コ
ラ
ム
を
読
ん
で
、
私

が
五
十
年
以
上
前
に
こ
の
短
編
か
ら
感

じ
た「
日
本
人
と
し
て
の
恥
ず
か
し
さ
」

を
思
い
出
し
た
。 

 

一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
六
年
に
か

け
て
留
学
生
と
し
て
仙
台
の
医
大
で
学

ぶ
魯
迅
が
、
学
内
の
試
験
で
高
得
点
を

取
る
。
す
る
と
匿
名
で
、
中
国
人
の
不

正
受
験
に
よ
る
高
得
点
を
攻
撃
す
る
文

書
が
出
回
る
。 

魯
迅
は
そ
れ
に
対
し
て
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。
「
中
国
は
弱
国
で
あ

る
。
点
数
が
六
十
点
以
上
あ
る
の
は
自

分
の
力
で
は
な
い
。
彼
ら
が
こ
う
疑
っ

た
の
は
、
無
理
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ

な
い
」
。 

当
時
、
日
清
戦
争
に
勝
利
し
、
日
露

戦
争
で
も
勝
利
を
目
前
に
し
た
日
本
は
、

こ
の
二
つ
の
戦
争
の
目
的
た
る
韓(

朝

鮮)

半
島
支
配
を
明
確
に
目
指
し
て
い

た
。
国
家
目
標
の
強
力
な
推
進
の
背
景

に
は
、
国
民
の
圧
倒
的
支
持
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
支
持
の
表
現
形
態
が
、
清

（
中
国
）
と
李
朝
（
韓
国
）
に
対
す
る

根
拠
無
き
蔑
視
だ
っ
た
と
言
え
る
。 

後
に
我
が
国
も
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か

ら
「
日
本
人
精
神
年
齢
十
二
歳
説
」
を

唱
え
ら
れ
て
口
惜
し
い
想
い
を
味
わ
う

の
だ
が
、
残
念
乍
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て

過
去
を
愧ハ

じ
る
日
本
人
が
何
人
い
た
だ

ろ
う
か…

。
そ
れ
は
現
在
に
続
く
歴
史

が
明
確
に
示
し
て
い
る
。 

 

現
在
、
中
国
は
対
日
本
３
倍
超
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
で
、今
後
更
に
差
は
開
い
て
い
く
。

又
、
ド
イ
ツ
が
日
本
を
抜
い
て
、
世
界

第
三
位
と
な
る
の
は
確
実
で
あ
る
。 

又
、
韓
国
は
一
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
所
得

で
、
既
に
日
本
を
上
回
っ
て
い
る
。 

 

十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
私
は
中
国
や
韓

国
の
人
達
に
会
う
機
会
が
あ
る
度
に
、

「
も
う
す
ぐ
貴
方
の
国
は
日
本
を
追
い

抜
き
ま
す
よ
。
百
年
に
も
及
ぶ
劣
等
意

識
は
、
実
に
下
劣
で
無
意
味
な
も
の

だ
っ
た
と
、分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。」

と
、冗
談
半
分
に
話
し
て
い
た
の
だ
が
、

ま
さ
に
そ
の
時
が
到
来
し
て
し
ま
っ
た
。 

さ
て
、
残
念
乍
ら
、
未
だ
に
日
本
人

の
中
で
化
石
の
よ
う
な
無
知
頑
迷
の
国

粋
主
義
者
が
、
内
弁
慶
的
勇
猛
性
を

も
っ
て
遠
吠
え
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

○
○
フ
ァ
ー
ス
ト
な
ど
と
、
臆
面
も

無
く
我ガ

利リ

我ガ

利リ

妄
者
を
自
称
す
る
輩

は
、
本
来
の
日
本
人
的
美
質
た
る
謙
虚

と
謙
譲
を
、
ま
さ
に
日
本
の
文
化
的
業

績
の
中
か
ら
学
び
直
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

冒
頭
に
戻
る
が
、
魯
迅
の
「
藤
野
先

生
」
か
ら
、
日
本
人
で
あ
る
自
分
を
恥

ず
か
し
い
と
さ
え
思
っ
た
の
は
二
十
代

の
頃
だ
っ
た
。書
い
た
魯
迅
の
年
齢
と
、

読
ん
で
い
る
自
分
が
同
年
代
で
あ
る
こ

と
に
痛
み
を
憶
え
た
。 

そ
し
て
唐
突
に
も
、
最
近
観
た
韓
国

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
の
「
緑ノ

ク

豆ト

の
花
」
に
、
あ

ら
た
め
て
粛
然
と
し
て
い
る
。
「
夜
郎

自
大
」
の
故
事
や
、
「
事
大
主
義
」
と

い
う
思
考
が
、
同
じ
ジ
ダ
イ
と
い
う
語

音
で
頭
の
中
を
駆
け
巡
る
。 

島
国
で
あ
る
日
本
が
、
島
国
で
あ
る

故
に
、
自
ら
を
「
島
国
根
性
」
と
自
嘲

し
て
い
た
あ
の
戦
後
復
興
の
時
代
を
、

再
び
思
い
起
こ
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
な
の
だ
ろ
う
。 

弊
社
で
は
、
２
０
１
８
年
11
月
に
本

社(

静
岡
県
磐
田
市)

、
翌
年
４
月
に
関

東
橋
本
デ
ポ(

神
奈
川
県
相
模
原
市)

に

て
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
業
を
取
得
し

４
年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

① 

現
場
の
状
況
、
搬
入
経
路
等
の
現

場
調
査
を
実
施
し
、
報
告
書
を
作

成
す
る
事
で
、
ス
ム-

ズ
な
搬
入
計

画
を
立
案 

② 

ユ
ニ
ッ
ク
車
に
よ
る
、
２
階
以
上

へ
の
荷
揚
げ
作
業
の
廃
止 

③ 

集
中
す
る
時
間
帯
を
避
け
た
分
散

配
送
計
画 

 

皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
現
場
搬
入

時
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
は
年
々
減
少
し
、

作
業
の
効
率
化
に
繋
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
今
後
は
時
間
外
労
働
の
上

限
規
制
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
『
働
き
方

改
革
関
連
法
』
の
施
行
に
伴
い
、
物
流

業
界
で
生
じ
る
様
々
な
問
題
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。(

二
〇
二
四
年
問
題) 

 

※
働
き
方
改
革
関
連
法 

一
部
抜
粋 

・
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制 

【
通
常
】 

年
／
３
６
０
時
間 

【
特
別
条
項
】 

年
／
７
２
０
時
間 

・
月
60
時
間
超
え
の
時
間
外
労
働
に
対

す
る
賃
上
げ 

・
労
働
時
間
の
確
実
な
把
握 

・
勤
務
時
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
の
普 

及
促
進 

等
、
多
岐
に
渡
り
ま
す
。 

更
に
、
現
場
ま
で
の
移
動
時
間
、
荷

の
積
降
時
間
は
勿
論
、
現
場
で
の
待
機

時
間
も
労
働
時
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
配
送
部
で
は
、
①
～
③
は
今

後
も
継
続
し
つ
つ
、
新
た
に
次
項
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 

◎
現
場
待
機
の
時
間
短
縮 

現
調
結
果
を
元
に
、
現
場
状
況
を
把

握
し
た
上
で
の
搬
入
方
法
の
提
案 

◎
納
品
日
１
週
間
前
の
日
程
確
定 

綿
密
な
配
送
計
画
を
行
い
、
早
め
の

搬
入
車
両
の
確
保 

 

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
為
に
は
、
弊
社

と
取
引
先
各
位
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。 

今
後
も
、
引
き
続
き
安
心
安
全
な
現
場

作
業
と
、
効
率
的
な
搬
入
を
目
標
に
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
・
提
供
を
使
命
と
し
、
業

務
に
従
事
し
て
参
り
ま
す
。 

 

配
送
部 

小
竹 

雅
也 

 

先
月
の
台
風
15
号
は
、
ス
カ
イ
本
社

が
あ
る
磐
田
市
に
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
一
刻
も
早
い
復
旧
作

業
と
共
に
、
水
害
へ
の
対
策
、
備
え
を

常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
強
く
思
い
ま
す
。 

編 

集 

後 

記 

 

安
逸
の
中
に
過
ぎ
た
三
十
年 

～
そ
れ
で
も
現
実
を
正
視
し
な
い
井
の
中
の
蛙
～ 

 

一
酔
三
幸
寮
主 

 

今
後
を
見
据
え
た 

 

物
流
へ
の
取
り
組
み 

 


